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「ファ ー ミングシステム研究」の創刊にあたって

「ファ ー ミングシステム研究」の創刊にあたって

ガット ・ ウルグアイ ・ ラウンド農業合意後のわが国の農業を取り巻く厳しい情勢の中で、 農業の

生産性を飛躍的に向上させ、 典業・農村を活性化させるために、 技術開発に対する要請はこれまで

になく大きくなってきた。 農政改革大綱の中でも、 営農現場のニ ー ズに即した先導的技術の開発と

早急な普及が強く求められている。 営農現場において発生する問題解決のためには、 必要な個別技

術を深化させ、 それらを体系化すると共に、 従来の分析的研究手法を超えた総合的なアプロー チが

必要である。

そのため、 農業研究センタ ー のプロジェクト研究チ ー ムや地域農業試験場の総合研究部を中心に、

農業に関する専門的知識を活用して行う総合的な試験研究が全国的に展開されている。 具体的には、

地域先導技術総合研究などの形でプロジェクト化を図り総合的な試験研究を推進してきており、 わ

が国の製業の生産性を向上させ、 食料・農業 ・ 農村を活性化させるための話因となっている。 しか

し、 長年にわたる研究成果の公表には、 様々な困難があることが従来より指摘されてきた。 例えば

平成9年度の総合農業試験研究推進会議総合研究部会での検討課題「総合研究推進上の問題点とそ

の対応」の中でも出され、 今後のいわゆる総合研究推進上の大きな問題点として議論された。 主な

原因としては、 現在の学会が専門的に細分化されていることもあり対応する学会がない、 複数の学

会にまたがる学術的な研究であることが多い、 内容が大部であり通常の学会の投稿規定では採用さ

れないか分割して報告することが難しい、 などが考えられている。 先の部会においても、 既存の学会

誌での論文化にはかなりの困難が伴うため従来とは異なる業績評価等の条件整備を検討する必要が

あること、 成果の公表についても学会誌に限らない幅広い広報活動への努力が関係者に求められた

と聞いている。

以上のような経過を踏まえ、 多数分野の専門的成果を最大限に活用した新しい農業技術の総合的

な展開に関連した内容をもち、 農業研究センタ ー および農業関係試験研究機関の研究活動に基づく

もので、 総合研究の推進に有益と認められるものを収録した総説誌「ファ ー ミングシステム研究」を

刊行することとした。

本誌は、 以上の様な背景ならびに期待があってflj行するものであり 、 広く関係各位に活用いただ

くとともに、 ご批判、 ご叱正をいただければ幸tヽである。

牒業研究センタ ー所長 中川原捷洋
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